
阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～ 

58
歳
で
逝
っ
た
畏い

友ゆ
う 

～

「
天
の
時
は
地
の
利
に
如し

か
ず

　

地
の
利
は
人
の
和
に
如
か
ず
」

「
天
の
時
、
地
の
利
、
人
の
和
」

「
天
地
人
」

　

火
坂
雅
志
（
ひ
さ
か
ま
さ
し
＝
本
名
・
中
川
雅

志
）　

昭
和
31
（
１
９
５
６
）
年
新
潟
市
生
ま
れ
。

去
る
２
月
26
日
、
急
性
膵す

い

炎
の
た
め
死
去
。
享
年

58
。
あ
ま
り
に
も
早
す
ぎ
る
死
だ
っ
た
。

　

大
学
時
代
、「
歴
史
文
学
ロ
マ
ン
の
会
」と
い
う

サ
ー
ク
ル
で
出
会
っ
た
。
私
が
２
歳
年
上
だ
が
、

兄
弟
の
契
り
を
結
び
、お
互
い
の
結
婚
式
に
も
出
席

し
合
い
、今
日
ま
で
変
わ
ら
ぬ
友
情
を
培
っ
て
き
た
。

　

昨
年
10
月
に
体
調
を
崩
し
入
院
。
年
が
明
け
、

３
月
か
ら
の
復
帰
に
向
け
て
リ
ハ
ビ
リ
中
で
の
突

然
の
訃
報
で
あ
っ
た
。
大
病
を
経
験
し
、「
再
び

も
ら
っ
た
命
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
人
を
元
気
づ

け
、
人
々
の
心
を
慰い

し
ゃ藉

（
苦
し
み
な
ど
を
慰
め
い

た
わ
る
こ
と
）
す
る
小
説
を
書
き
た
い
」
と
病
床

で
語
っ
て
い
た
だ
け
に
残
念
で
な
ら
な
い
。
天
は

人
間
の
才
能
に
し
っ
と

4

4

4

す
る
の
か
と
叫
び
た
い
気

持
ち
で
あ
る
。

　

火
坂
は
司
馬
遼
太
郎
の
『
燃
え
よ
剣
』
に
出
会

い
、
歴
史
小
説
の
面
白
さ
に
の
め
り
込
み
、
歴
史

作
家
を
志
し
た
。
大
学
卒
業
後
、
出
版
社
に
勤
務

し
た
後
、
昭
和
63
（
１
９
８
８
）
年
、
平
安
時
代
の

歌
人
、
西
行
を
主
人
公
と
し
た
『
花か

月げ
つ

秘ひ

拳け
ん

行こ
う

』
で

文
壇
に
デ
ビ
ュ
ー
。

　

平
成
11
（
１
９
９
９
）
年
、
豊
臣
秀
吉
の
陰
の
参

謀
と
し
て
絶
大
な
力
を
ふ
る
っ
た
医
師
、
施や

く

い

ん

薬
院
全

宗
の
実
像
に
迫
っ
た
『
全
宗
』
で
「
吉
川
英
治
文
学

新
人
賞
」
候
補
と
な
り
、
斯し

界か
い

の
注
目
を
浴
び
た
。

　

そ
の
後
も
旺
盛
な
執
筆
活
動
を
続
け
、
直
江
兼
続

を
主
人
公
と
し
た『
天
地
人
』を
発
表
。
平
成
21（
２

０
０
９
）
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
と
な
り
、
妻
夫

木　

聡
、
常
盤
貴
子
の
コ
ン
ビ
に
よ
り
ヒ
ッ
ト
ド
ラ

マ
と
な
っ
た
。

　

兼
続
は
、
戦
国
時
代
、
上
杉
景か

げ

勝か
つ

（
上
杉
謙け

ん

信し
ん

の

養
子
）
の
家
臣
で
、
徳
川
家
康
か
ら
最
も
恐
れ
ら
れ

た
武
将
で
あ
っ
た
が
、
「
仁
は
人
の
心
な
り
、
義
は

人
の
路
な
り
」
を
信
条
と
し
、
「
愛
」
と
い
う
字
を

掲
げ
た
兜か

ぶ
と

を
身
に
付
け
、
仁
愛
の
将
と
呼
ば
れ
た
。

　

火
坂
の
地
元
紙
、
新
潟
日
報
は
そ
の
追
悼
記
事

で
、「
火
坂
氏
は
現
代
の
兼
続
の
よ
う
に
本
当
に
心

根
の
優
し
い
人
物
だ
っ
た
」
と
論
評
し
て
い
る
。
今

夏
、
阿
南
で
再
演
さ
れ
る
創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
新

開
桜
』
の
原
作
を
作
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　

た
だ
た
だ
冥
福
を
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。

お
く
り
も
の

阿
南
市
へ

●
金
１
４
５
９
万
３
３
１
３
円

東
京
都
八
王
子
市
の
故
・
米
澤
　

昭
様
、
故
・
米
澤
京
子
様
の
ご

遺
志
に
よ
り
、
市
民
福
祉
向
上

と
し
て

　
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
27
年
度

阿
南
市
住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
導
入
支
援
事
業

補
助
金
申
請
を
受
付

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
方
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。
申
請
方
法
等
く

わ
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。　
　

金
額　
１
件
に
つ
き
５
万
円

募
集
件
数　
１
０
０
件

※
募
集
件
数
に
達
し
た
時
点
で
受

付
を
終
了
し
ま
す
。

募
集
期
間　
４
月
１
日
㈬
～
11
月

30
日
㈪

※
郵
送
に
よ
る
応
募
は
受
付
で
き

ま
せ
ん
。

※
店
舗
兼
住
宅
、
ア
パ
ー
ト
・
マ

ン
シ
ョ
ン
等
の
集
合
住
宅
は
対
象

外
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

環
境
保
全
課

（
☎
22

－

３
４
１
３
）
へ

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿

（
土
地
・
家
屋
）
の
縦
覧

　

平
成
27
年
度
の
固
定
資
産
の
価

格
（
評
価
額
）
を
次
の
と
お
り
縦

覧
に
供
し
ま
す
。

期
間　

４
月
１
日
㈬
～
30
日
㈭

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　
市
役
所
第
１
仮
庁
舎
２
階

税
務
課
固
定
資
産
税
係

縦
覧
で
き
る
方　
固
定
資
産
税
の

納
税
者
や
代
理
人

持
参
物　
本
人
確
認
が
で
き
る
公

的
証
明
書
（
免
許
証
、保
険
証
等
）

と
印
鑑
。
代
理
人
の
場
合
は
委
任

状
も
必
要
で
す
。

手
数
料　
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
は
無

料
。
ま
た
、
名
寄
帳
（
ご
自
身
が

納
税
義
務
者
と
な
っ
て
い
る
資
産

の
一
覧
表
）
の
閲
覧
に
つ
い
て
も

縦
覧
期
間
中
は
手
数
料
が
無
料

（
た
だ
し
、
コ
ピ
ー
代
は
１
枚
10

円
が
必
要
）
で
す
。

平
成
27
年
は
評
価
替
え
の
年
で
す

　

納
税
通
知
書
は
４
月
に
発
送
し

ま
す
。
第
１
期
納
期
限
は
４
月
30

日
㈭
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
税
務
課
（
☎
22

－

１
１
１
４
）
へ

直江兼続の甲冑（複製品）

臨
時
的
任
用
職
員

（
夏
季
ご
み
収
集
作
業
）を
募
集

募
集
内
容　
６
月
～
９
月
の
間
に

環
境
管
理
事
務
所
に
お
い
て
、
臨

時
的
に
勤
務
す
る
職
員

応
募
資
格　
昭
和
28
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

採
用
予
定
人
員　
10
人

賃
金　
日
額
９
５
０
０
円

勤
務
時
間　
原
則
と
し
て
月
曜
日

～
金
曜
日
の
午
前
７
時
30
分
～
午

後
４
時
15
分

申
込
方
法　
人
事
課
備
え
付
け
の

「
申
込
用
紙
」
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
人
事
課
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。「
申
込
用
紙
」
は
、

４
月
21
日
㈫
以
降
に
お
渡
し
し
ま

す
。

申
込
期
間　
４
月
21
日
㈫
～
５
月

７
日
㈭
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

試
験
内
容　
面
接
試
験
お
よ
び
体

力
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

試
験
日　
５
月
12
日
㈫

※
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
等
は
目

的
以
外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

勤
務
条
件
等
問
い
合
わ
せ
は　
人

事
課
（
☎
22

－

１
１
１
２
）
へ

小
児
慢
性
特
定
疾
患
児

日
常
生
活
用
具
の
給
付

　

小
児
慢
性
特
定
疾
患
児
（
障
が

い
者
総
合
支
援
法
等
の
施
策
の
対

象
と
な
ら
な
い
方
）
に
日
常
生
活

用
具
の
給
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
疾
患
・
給
付
物
品
・
そ
の
他

給
付
に
関
す
る
要
件
等
の
申
請
に

必
要
な
内
容
に
つ
い
て
、
く
わ
し

く
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か

「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
」

　

ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
を
活
用

し
、
自
ら
の
手
で
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

助
成
対
象　
次
の
２
種
類
が
あ
り

ま
す
。

▼
市
の
活
性
化
お
よ
び
地
域
の
振

興
に
つ
な
が
る
市
民
の
自
発
的
な

活
動
（
地
域
イ
ベ
ン
ト
・
文
化
活

動
・
ス
ポ
ー
ツ
行
事
等
）

▼
海
外
視
察
研
修
（
本
市
に
２
年

以
上
在
住
し
年
齢
が
満
10
歳
か
ら

49
歳
ま
で
の
方
で
、
視
察
研
修
の

体
験
が
地
域
づ
く
り
の
実
践
に
つ

な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
方
）

申
請
方
法
お
よ
び
交
付
の
決
定

　
助
成
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
定

住
促
進
課
備
え
付
け
の
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
６
月

30
日
㈫
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
助
成
の
選
考
と
金
額
な
ど
、

詳
細
は
基
金
運
営
委
員
会
の
審
議

を
経
て
決
定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

定
住
促
進
課

（
☎
22

－

７
４
０
４
）
へ

阿
南
警
察
署
だ
よ
り

通
勤
通
学
時
の
交
通
事
故
防
止
を

　

も
う
す
ぐ
入
学
、
新
学
期
の
季

節
で
す
。
車
、
自
転
車
、
徒
歩
な

ど
通
勤
、
通
学
方
法
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
、
事
故
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
警
察
署

（
☎
22

－

０
１
１
０
）
へ

あぶない !こんなに事故が
交 通
事 故

件　数
死　者
負傷者

169件（372）
0人（    1）
10人（  36）

救 急 件　数
搬送人員

236件（560）
223人（539）

火 災 件　数
損害額

4件（    7）
0千円（125千円）

●阿南署管内平成27年２月分合計。カッコ内は１月からの累計。
　損害額は未確定分を含んでいません。

　

20
歳
の
学
生
で
す
が
、

収
入
が
な
い
の
で
、
国

民
年
金
の
保
険
料
を
支
払
う
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ど
う
し
た

ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

所
得
の
少
な
い
学
生

が
申
請
し
、
承
認
さ
れ

る
こ
と
で
、
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
学
生
納
付
特
例
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　

学
生
の
方
で
、
納
め
ら
れ
な

い
か
ら
と
い
っ
て
そ
の
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、
将
来
年
金
を
受

給
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
納
付
が
難
し
い

場
合
は
学
生
納
付
特
例
を
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
に
は
、

年
金
手
帳
、
学
生
証
の
写
し
、

ま
た
は
在
学
証
明
書
、
印
鑑
が

必
要
で
す
。

　

ま
た
、
学
生
納
付
特
例
が
一

度
承
認
さ
れ
る
と
翌
年
度
以
降
、

在
学
期
間
中
は
毎
年
４
月
頃
に
、

は
が
き
形
式
の
学
生
納
付
特
例

申
請
書
が
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
　
保
険
年
金
課

（
☎
22

−

１
１
１
８
）
へ

ＱＡ 年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

■告示　知事　	 ３月26日㈭
　　　　県議　	 ４月３日㈮

■投票　４月12日㈰　7:00～20:00　
　　　　〈伊島投票区は11日㈯〉
※大井・大田井・阿瀬比・新野西・福井上分・蒲生田・
後・椿泊は19:00まで

■期日前投票　
　知事　３月27日㈮～４月11日㈯　8:30～20:00
　県議　４月４日㈯～４月11日㈯　8:30～20:00
　　　　〈伊島投票区は10日㈮まで〉
　場所　ひまわり会館１階　ロビー

問い合わせは　選挙管理委員会事務局（☎22−3791）へ

徳島県知事選挙および
徳島県議会議員一般選挙が
行われます １２㈰

４
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診
療
所
併
設
の
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設

（
定
員
29
人
以
下
の
特
養
）
整
備
事
業
者
の
公
募

さ
さ
ゆ
り
通
信 

第
79
号

４
月
１
日
に
「
阿
南
市
配
偶
者　

暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を　

開
設
し
ま
す

　

配
偶
者
や
交
際
相
手
な
ど
親
密

な
関
係
に
お
い
て
行
わ
れ
る
暴
力

は
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
安
心
し
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
重
に
守
ら
れ
、

き
め
細
か
い
、
丁
寧
な
対
応
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

開
設
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５

時
（
土
・
日
・
祝
日
お
よ
び
年
末

年
始
は
除
く
）

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
市
配
偶
者

暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
24

－

８
１
１
１
）
へ

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー　

男
性
料
理
教
室
（
前
期
）　　
　

参
加
者
募
集

　

男
女
が
共
に
い
き
い
き
と
生
活

で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
家
庭

か
ら
。
お
互
い
の
役
割
を
見
直
す

た
め
に
も
、
料
理
か
ら
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程　
５
月
12
日
㈫
、
26
日
㈫
、

６
月
２
日
㈫
、
９
日
㈫
、
23
日
㈫

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館
３
階　

グ

ル
メ
ル
ー
ム

募
集
定
員　
30
人

参
加
費　
１
回
５
０
０
円
（
材
料

費
と
し
て
当
日
集
金
）

申
込
方
法　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
４
月

28
日
㈫
ま
で
に
、
電
話
、
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
ま
た
は
、
は
が
き
（
当
日

消
印
有
効
）
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
目
的

以
外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は

〒
７
７
４

－

８
５
０
１　

富
岡
町

ト
ノ
町
12
番
地
３　

男
女
共
同
参

画
室
（
☎
22

－

７
４
０
１
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
22

－

４
７
８
５
）
へ

　

地
域
振
興
対
策
事
業
お
よ
び
第

６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ

い
て
、
診
療
所
併
設
の
地
域
密
着

型
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
整
備
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る

募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
介
護
・
な
が
い

き
課
（
☎
22

－

１
７
９
３
）
ま
た

は
環
境
整
備
課
（
☎
22

－

３
７
９

５
）
へ

平成27年度　阿南市成人大学講座実施計画
講座 日　　時 テーマ 場　　所 内　　容 講　　　　　師

第１回 ５月19日㈫
18:30～ ◇開講式 ひまわり会館

ふれあいホール 未　定 徳島県知事

第２回 ６月18日㈭
19:00～ 生きがい ひまわり会館

ふれあいホール
人と動物を繋ぐアニマ
ルコミュニケーション

アニマルライフカウンセラー
三井仁美さん

第３回 ７月４日㈯
19:00～ 天文 ひまわり会館

ふれあいホール ＪＡＸＡ講演会 ＪＡＸＡ講師

第４回 10月上旬 現地研修 奈良県奈良市 奈良市防災センター

第５回
11月下旬
10:00～
14:00～

調理 ひまわり会館
グルメルーム 未　定 食生活改善推進委員　井村玉惠さん

第６回 12月20日㈰
9:00～

人権フェスティ
バル参加

文化会館
夢ホール 未　定 未　定

第７回
平成28年1月17日㈰
10:00～
14:00～

歴史 未　定 市内史跡巡り 文化振興課　向井公紀さん
　　　　　　阿部直樹さん

第８回 1月23日㈯
13:30～

生涯学習推進大
会参加 未　定 未　定 未　定

第９回 ２月中旬
18:30～

健康
◇閉講式

ひまわり会館
ふれあいホール 未　定 徳島大学大学開放実践センター

教授　田中俊夫さん

受講資格　学習意欲のある人　
募集定員　130人（定員を超える場合は抽選を行い、開講通知

の案内をもって当選案内とします）
受 講 料　年間1,500円

（調理実習、現地研修などは実費負担があります）
申込方法　はがきに住所、氏名、フリガナ、電話番号、携帯電話番号を記入のうえ、４月17日㈮までに

お申し込みください。電話での申込みは、受付していません。
※いただいた個人情報は、目的以外には使用しません。
申込み・問い合わせは　〒774-8501　富岡町トノ町12番地３　生涯学習課（☎22ー3391）へ

… 第39回成人大学受講生募集 …

美しいあなんを求めて 連載㉗〜下水道〜

公共下水道供用開始
区域が４月１日から
広がります

公共下水道を使用できる区域（供用開始区域）に
該当する方は、お早めに下水道に接続してくださ
い。接続工事は、必ず排水設備指定工事店（市ホ
ームページ掲載）に依頼してください。
一定期間内に下水道へ接続される方（新築を除
く）には、助成金制度を設けています。
また、平成27年度供用開始区域の土地について、
受益者負担金の徴収猶予を受けられている方は、
未供用による猶予が取消しとなり、８月から徴収
開始となりますのでご確認ください。なお、平成
26年８月以降、土地の売買や相続等により受益
者が変更になっている場合は、下水道課までご連
絡ください。
問い合わせは　下水道課（☎22−1796）へ

凡　　例

　道路
　ＪＲ軌道
　事業区域
　これまでの供用開始区域
　今回の供用開始区域

◦
富岡西郵便局

JR阿南駅◦

◦文化会館

◦富岡隣保館

◦
富岡西高校

阿南市役所
◦

人
権
教
育・啓
発

阿
南
市
に
お
け
る
人
権
教
育
及
び

人
権
啓
発
に
係
る
調
査
及
び
研
究

に
関
す
る
活
動
費
補
助
事
業

　

同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解
決
の
た

め
に
行
う
人
権
教
育
・
啓
発
に
係

る
調
査
・
研
究
活
動
に
対
し
補
助

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
が
自

ら
学
び
、
差
別
を
な
く
す
実
践
に

つ
な
が
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

補
助
対
象
事
業　
実
施
主
体
の
自

主
的
な
企
画
に
よ
る
人
権
教
育
・

啓
発
に
係
る
調
査
・
研
究
活
動
を

目
的
と
し
た
事
業

申
請
期
間　
４
月
１
日
㈬
～
30
日
㈭

※
補
助
金
の
交
付
対
象
、
申
請
方

法
、
補
助
対
象
経
費
、
補
助
金
額

等
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

第
１
回
阿
南
市
人
権
教
育
・
啓
発

市
民
講
座

日
時　
４
月
28
日
㈫　

午
後
２
時

～
３
時
30
分

場
所　
文
化
会
館
１
階　

視
聴
覚
室

演
題　
「
す
べ
て
の
子
ど
も
に
安

心
・
自
信
・
自
由
を
」

講
師　
Ｃ
Ａ
Ｐ
と
く
し
ま　

代
表　

阿
部
和
代
さ
ん

※
託
児
あ
り
（
４
月
20
日
㈪
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参

画
課
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ

平
成
28
年

成
人
式
実
行
委
員
を
募
集

　

成
人
式
に
参
画
し
て
い
た
だ
け

る
運
営
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

募
集
内
容　
▼
新
成
人
（
平
成
７

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
８
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
）
▼
市

民
ス
タ
ッ
フ
▼
高
校
生
ス
タ
ッ
フ

内
容　

成
人
式
の
企
画
・
運
営

（
会
議
は
５
回
程
度
を
予
定
）

申
込
締
切
日　
４
月
16
日
㈭

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
最
寄

り
の
公
民
館
ま
た
は
生
涯
学
習
課

（
☎
22

－

３
３
９
１
）
へ

平
成
27
年
度
固
定
資
産
評
価 

証
明
書
等
の
発
行
時
期

発
行
予
定
日

▼
固
定
資
産
評
価
証
明
書

　

４
月
１
日
㈬
～

▼
固
定
資
産
公
課
証
明
書

　

４
月
６
日
㈪
～

※
証
明
書
発
行
時
に
本
人
確
認
を

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
公
的
証

明
書
（
免
許
証
、
保
険
証
等
）
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
税
務
課
庶
務
係

（
☎
22

－

１
１
１
４
）
へ

平成27年４月１日
から供用開始区域

国の交付金を活用して、地域経済の好循環を図るた
め、商工団体・県・市町村が連携し、「阿波とくしま・
商品券」を発行します。くわしくは、各商工団体に
お問い合わせください。

発行期間　４月20日㈪～８月31日㈪
　　　　　※売り切れ次第、終了します。
使用期間　４月20日㈪～10月19日㈪
販売価格　10,000円（12,000円相当分）
　　　　　１セット1,000円×12枚
　　　　　（全県共通券８枚、地域限定券４枚）
取扱店舗　事業参加申込店舗（決定次第、各商工団

体のホームページ等でお知らせします）
問い合わせは　阿南商工会議所（☎22−2301）へ

那賀川町商工会（☎42−1772）へ
羽ノ浦町商工会（☎44−4858）へ

「阿波とくしま・商品券」の発行
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勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

無
料
体
験
講
座
の
実
施

参
加
で
き
る
方　
市
内
に
居
住
ま

た
は
職
場
を
有
す
る
35
歳
ま
で
の

勤
労
青
少
年
（
学
生
を
除
く
）

講
座
名　
生
花
、
書
道
、
着
付
、

料
理
、
茶
道
、
英
会
話
、
ヨ
ー
ガ
、

卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
、
フ
ッ
ト
サ
ル

実
施
期
間　
４
月
１
日
㈬
～
30
日
㈭

※
各
講
座
の
日
程
等
は
、
広
報
あ

な
ん
３
月
号
８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
（
☎
42

－４
５
７
２
／
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
午
後
１
時
～
８
時
）
へ

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
せ
ん
か
！

対
象　
子
ど
も
会
や
運
動
ク
ラ
ブ

な
ど
５
人
以
上
の
団
体
（
文
化
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域
活
動
も
対

象
と
な
り
ま
す
）

保
険
期
間　
平
成
27
年
４
月
１
日

午
前
０
時
か
ら
平
成
28
年
３
月
31

日
午
後
12
時
ま
で

保
険
料　
８
０
０
円
か
ら

※
年
齢
区
分
・
補
償
内
容
に
よ
っ

て
掛
け
金
が
変
わ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
（
公
財
）ス
ポ
ー

ツ
安
全
協
会
徳
島
県
支
部
（
０
８

８

－

６
５
５

－

３
６
６
０
）
へ

平
成
27
年
度

小
型
合
併
処
理
浄
化
槽

補
助
金
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

対
象　
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

に
浄
化
槽
設
置
工
事
を
完
成
で
き

る
方
（
た
だ
し
、
す
で
に
着
工
さ

れ
て
い
る
方
な
ら
び
に
下
水
道
法

第
４
条
第
11
項
の
認
可
を
受
け
た

区
域
、
伊
島
地
区
生
活
排
水
処
理

事
業
区
域
、
春
日
野
地
域
下
水
道

事
業
区
域
、
豊
香
野
地
区
生
活
排

水
処
理
事
業
区
域
お
よ
び
羽
ノ
浦

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
条
例
第

４
条
に
規
定
す
る
処
理
区
域
は
除

き
ま
す
。
な
お
、
対
象
区
域
は
、

環
境
保
全
課
で
確
認
で
き
ま
す
）

補
助
金
額　
補
助
金
の
額
は
、
国

の
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金

基
準
額
に
基
づ
き
別
に
定
め
て
い

ま
す
。

【
参
考
】
平
成
26
年
度
実
績

▼
５
人
槽
／
33
万
２
千
円

▼
６
～
７
人
槽
／
41
万
４
千
円

▼
８
～
10
人
槽
／
54
万
８
千
円

申
請
期
間　
４
月
１
日
㈬
～
11
月

30
日
㈪
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

交
付
者
の
決
定　
申
請
順
に
予
算

の
範
囲
で
決
定
し
ま
す
。

申
請
方
法　
補
助
金
交
付
申
請
書

（
環
境
保
全
課
備
え
付
け
）
に
必

要
書
類
を
添
付
の
う
え
、
浄
化
槽

設
置
工
事
が
始
ま
る
日
の
８
日
前

（
原
則
）
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

必
要
書
類

①
浄
化
槽
設
置
届
出
書
ま
た
は
建

築
確
認
通
知
書
の
写
し

②
設
置
場
所
の
案
内
図

③
浄
化
槽
設
置
費
の
見
積
書
の
写

　

し
④
浄
化
槽
の
構
造
図

⑤
浄
化
槽
の
配
置
配
管
図

⑥
住
宅
等
を
借
り
て
い
る
方
は
賃

貸
人
の
承
諾
書

⑦
登
録
証
の
写
し
お
よ
び
登
録
浄

化
槽
管
理
票
（
Ｃ
票
）

⑧
浄
化
槽
設
備
士
免
状
お
よ
び
小

規
模
合
併
処
理
浄
化
槽
施
行
技

術
特
別
講
習
会
受
講
証
の
写
し

⑨
機
能
保
証
制
度
に
基
づ
く
保
証

登
録
証
の
写
し

⑩
浄
化
槽
法
第
７
条
お
よ
び
第
11

条
検
査
手
数
料
払
込
証
明
書

⑪
補
助
金
交
付
申
請
者
本
人
の
最

新
の
納
税
証
明
書
（
市
区
町
村

が
発
行
す
る
も
の
）

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
環
境

保
全
課
（
☎
22

－

３
４
１
３
）
へ

市役所庁舎の建て替え工事に伴い、旧庁舎の姿を描き残して
後世に伝えるとともに、子どもたちの郷土愛を高める教育の
一環として写生コンクールを実施します。

2015年４月24日㈮ 募集要項は市ホームページに掲載しています

応募締切

応募資格　市内在住で小学４年生以上の方
出品規定　概ね四つ切 (54㎝ ×38㎝ ) 以下の画用紙を使用し

てください。縦・横およびデザイン、彩色、画材
は自由。応募は１人につき１点とします。

応募方法　作品の裏側に氏名、住所、年齢、電話番号を記入
のうえ、小中学生は学校に、それ以外の方は企画
政策課（新庁舎４階）に提出してください。

　　　　　郵送での応募は受付していません。
審査・賞　審査は「小学生の部」「中学生の部」「一般の部」

で行い、各部門で最優秀賞１点、優秀賞２点を選
考し、賞状と副賞を贈呈します。
また、応募者全員に参加賞を差し上げます。

※本事業で発生した事故等には責任を負いかねます。
※優秀作品は、新庁舎エントランス広場に展示または各種行
事等で活用します。
問い合わせは　企画政策課（☎22−3429）へ

マイナンバーは、住民票があるすべての方に１人１つの番号
をつけて、社会保障、税、災害対策の分野で効率的に情報を
管理し、複数の機関に存在する個人の情報が同一の情報であ
ることを確認するために活用されるものです。

問い合わせは　企画政策課（☎22−3429）へ

市役所旧庁舎の姿を描いて後世に伝えよう！

絵画作品募集中
テーマ「ありがとう阿南市役所旧庁舎」

マイナンバー
（個人番号）
制度が始まります

平成27年10月からマイナンバーを通知します。
平成28年１月から、社会保障、税、災害対策の
行政手続でマイナンバーが必要になります。

マ
イ
ナ
ち
ゃ
ん

最優秀賞
優秀賞に
副賞

●教育長報告
①学力向上アクティブ・ワン・プロジェクト報告会
②２学期制の最終報告
③学力向上拠点校事業
④鳴門教育大学と県市教育委員会との連携
⑤教職員人事異動について
●平成26年度幼稚園・小学校・中学校卒業（修了）証書授与式
●阿南市長の権限に属する事務の一部を教育委員会に委任する
　規則の制定
※定例会の日時は、市のホームページでお知らせしています。
くわしくはお問い合わせください。

問い合わせは　教育委員会総務課（☎22−3299）へ

２月定例会（２月20日開催）で、次の
内容について審議し、承認されました。

教育委員会定例会だより

皆さまのご支援・ご協力に心からお礼を申
し上げるとともに、感謝の気持ちを込めて
お名前を公表させていただきます。

（順不同・敬称略）

■義援金等
徳島県高等学校ＰＴＡ	OB・OG会（阿
波高等学校・阿南特別支援学校・川島高
等学校・国府特別支援学校・小松島高等
学校・城南高等学校・城ノ内高等学校・
鳴門第一（渦潮）高等学校）

台風12号・11号被害への
支援等のお礼

水道料金等に関する業務の民間委託
阿南市では、サービスの向上と経営の効率化を図る
ため、平成24年10月から水道料金等に関する業務
を民間の専門業者に委託しています。４月１日から、
第２期目として、検針業務や水道の開閉栓業務等を
追加して、民間の専門業者に委託をします。
※委託にあたっては、委託者の阿南市と受託者の㈱
ジェネッツの双方が個人情報の取扱いの重要性を十
分認識し、個人情報の保護対策に万全を期します。　

委託する主な業務
○水道料金お客様センター窓口・電話での水道の使
用開始や使用中止届出等の受付業務
○水道料金等の収納業務および徴収業務
○督促状、催告書等の作成発送業務
○水道メーターの検針業務
○水道の開閉栓業務

水道料金お客様センターのサービス内容
◎営業時間は月曜日から金曜日までの 8:30 ～
17:15 となります。　　　　　　　　　　　　　　　
◎電話、インターネットによる開閉栓の受付を行い
ます。市のホームページから申込みできます。

水道料金徴収等業務受託者
株式会社ジェネッツ
〒779-1235　那賀川町苅屋323番地
阿南市役所那賀川支所水道部業務課内
※土・日曜日、祝日、年末年始は休業とさせていた
だきます。

問い合わせは　阿南市水道料金お客様センター
（水道部業務課内☎22−0587）へ　

水道メーターの交換
交換する際は各戸に事前に通知します。
交換予定地区　新野町、福井町、桑野地区、橘町、

中林町、津乃峰町、椿地区、富岡西
地区、横見町、長生町、加茂谷地区、
平島東部地区、大京原中島簡易水道
地区

　交換予定期間　４月～平成 28年３月

水道料金の納期内納付にご協力ください
水道事業は市民の皆さまからの水道使用料金で運営
しています。

節水にご協力ください
水は日常生活に欠かすことのできない限りある資源
です。

問い合わせは　水道部業務課（☎22−0587）へ

量水器の位置確認の調査にご協力ください
上水道情報管理データを整備し、上水道施設の適正
な管理と復旧作業を迅速に行うための立ち入り調査
を行います。調査を行う際は事前にお知らせします
ので、ご協力ください。
調査地区　加茂町、深瀬町、吉井町、十八女町、熊

谷町、大井町、阿瀬比町、桑野町
調査内容　道路内の水道管の埋設位置や弁栓類の調

査、各戸の量水器の位置確認
期間　４月～７月（予定）
※調査員は阿南市水道部委託者の腕章をつけ、調査
業務従事者の証明書を携帯しています。ご不明な
点がありましたら、お尋ねください。
問い合わせは　水道部工務課（☎22−3295）へ

水道部からのお知らせ
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